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西洋人の和服への誤謬
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図書館長・教授（西洋服装史担当）石山　彰

　館の資料と文献収集のため、許可を得てパリ、

ロンドン、ニューヨークへと出掛けた。昨秋のこ

とである。あわただしいツアーは数回あったもの

の、今度のように時間をかけて欧米の本屋巡りが

できたのはもう20年ぶりのことである。だから、

その後はどう変っているだろうか、という想像と

期待も大きかった。廻った古書店は合計30店近く

にのぼるだろうか。ほかに、美術館や博物館も6・

7館のぞいて廻った。文献・資料収集に際して、

そこのブック・ショップは大きな意味をもつから

である。

　なんといっても、最大の収穫はPietrO　Ber－

telliのDivers∂rdi　N∂tionum〃∂bitus，　P　a　t　a　u」1，

1592，つまりピエトロ・べ／レテッリの『諸国民の

服装』、およびLe　Bon　Genre，　Paris1801～1820，

つまり『よき趣味』のオリジナル版画の初版／04

枚を購入できたことであり，大沼理事長のこ理解

に謝意を申し上げねばならない。これらについて

は追って詳しい解題を予定しているので、今回は

これらに次ぐ資料の一部について紹介したいと思

う。それは〔383．1－A〕Pieter　va∩der　Aa，

〃∂b〃emens　deρ／usieurs〃∂tions，　Reρノresentz

∂αη∂tur∂1θηcent　trente－sθρt力θ〃θs　figures，

Leyde，　van　der　Aa，　caり7り0．　つまりビエテ

ル・ファン・デル・アア「数か国民の服装，／37

の見事な画像によるありのままの描写』であり，

／7／0年頃オランダのライデンで出版されている。

／710ffといえば日本は元禄に次ぐ宝永年間、五代

将軍綱吉から家宣に移っており、その前年には新

井白石が『西洋紀聞』を著わしている。そして、

ファン・デル・アアの本は、日本人の服装を紹介

したものとしては、ヨ　ロッパの刊本のうちでも

最も古い部類に属している。もっとも、著名なヴ

エチェツリオの『世界各地の古代および現代の服

装』〔383．／－V〕cesare＞eOelliO，　De　g〃H∂一

biti∂ntich∫　et　moderni　di　Diverse　Parti　de／ルfon－

do，　Venet｜a，1590．の中には天正少年使節の一人

の姿が日本人として描かれており、これがヨーロ

ッパで紹介さRた最初の日本人ということになろ

うが、残念ながら、彼は和服を着た姿としてでな

く、ローマ法王から賜わった洋服を着た日本人と

して描かれている（1図）。

　ところで、私たちは西洋人の描く和服姿には誤

謬を見出す場合が多く、正確な描写を発見できる
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ことはまれなのに気付く。それは何も遡及時代に

限ったことではなく、今でもそうなのである。ヨ

ーロッパの人々にとって、和服は世界で最も難解

な衣服の一つなのである。たとえば〔383．／－H〕

RObert　Har’「Old，　Fotk　Costume　of　the　Wor／d，

DOrset，1978．のPl．63をみていただきたい。同

り図ローマ法王から賜わった午服（法衣）を着た灯E□、年呼郵
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様に〔381－B〕Angela　Bradshaw，　World　Cos－

tumes，　LOndon，1952．のpp．り04～り08をみて

いただきたい。ハロルドでは振り袖姿の女性の衿

も帯も構造的理解が全くできていないし、振り袖

の袖は巨大なカフスとして描かれている。また男

性の紋付の紋はフ〔］一チとして描かれているし、

羽織のひもも袴の腰もおかしい。何よりも白足袋

はブーツ状に描かRている。ブラッドショーにも

類似した多くの誤謬がみらRる。衿合せはほとん

ど無視さR、きものはワンピースかまたはブラウ

スとスカート感覚で描かれている。＼＼ゲク”と“ゾ

ウリ”に至っては全くサンダルになっている。和

服と身体との形状乖離があまりにも甚だしいため

に、両者がどのように交渉するのか見当がつかな

いのであろう。

　現代にしてそうなのだから、］9世紀初期ともな

ると和服姿の日本人など想像の範疇を出なかった

のであろう。〔382．08－F2〕DOttor　Ginlis　Fen－

raciO，〃costumo∂ntiCS　etル10derns，　ノ4　sie　voL

2，Firenze，／823．および〔382．08－W－23〕Ed．

b＞Freder’℃S〔Oberl，

The　World　inルfinia－

ture，　voL　23　Lノ∂ρ∂n，

LOndOn，1823．これら

2著は、この期を代表

するものといえる。す

なわち、ジュリオ・フ

ェラリオ博士編『古今

の服装』全30巻の［P、

アジア篇の第2巻であ

り、もう一つはフレデ

リック・ショパー／レ篇

3口2函によって癌二τた
シヨ㍑rlレの「・義禍1氾：嘉人」

『小型本でみる世界』第23巻、日本、である。いす

Rもり823年刊である。Eヨ本の文政6年に当り、こ

の年ドイツ人のオランダ商館医師シーボルトが長

崎の出島に着任している。

　さて、冒頭のファン・アル・アアの『数か国民の服

装』は、こRらに先立つこと］IO余Eであり、しかも

図版り37枚［P36枚を〔P国人の服装に、そして25枚を

日本人の服装に当てているから驚く。こうしてファ

ン・テル・アアの刊本は、その後のヨーロッパの干1」

本にみる日本人の服装の典拠となったのである。

その何よりの証拠は、前記］823年の一人の刊本．つ

まリフェラリオ編「古今の服装』アジア篇第2巻

の図版87「日本人の衣服」（P．260の対面）．およ

びショパール編『小型本でみる世界』第23巻の□

絵、P．59対面の図版「武士」、　P．り38の対面の図

版「儀礼服の婦人」（3図）．P．2り2の対面の図版

「外出する婦人」，P．234の対面の図版「レスラー」

およひP．250の対面の図版「漁自而」、P．255の対

面の図版「漁師の妻」などに、それがはっきりと

あらわRている。彼らはまさしくファン・テル・

アア（2図）によってそれらを描いたことが明らか

となったわけてある。

2三フ，フンテーニワ三窃方三巨二1：濠』1：撞→二「た

　　　三ニー責：壽㌧
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